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株式会社 まちづくり厳原 

令和 4 年度 第 22 期事業実績報告書 

自 令和 4 年 4 月  1 日 

至 令和 5 年 3 月 31 日 

1 事業項目ごとの実績 

① テナント管理事業 

令和 4 年度のショッピングセンターにおけるテナント管理事業につ

いての詳細は、次のとおりです。 

テナント売上預かり金からの賦課金精算業務を、毎月３回、滞りな

く実施し、安定したテナント管理事業を推進することができました。   

テナントの入居状況においては、６月に「お茶の山口園」の突然の退

店があり、各所へリーシング行いましたが、町内でホテル経営されて

いるヤマネコツアーが、韓国雑貨・お菓子の販売店として「韓国市場」

の出店が決定し２月にオープンしました。 

また、空き区画となった８カ月の間に、催事場所としても活用し、

子供対象の制作体験コーナーや手作り作品販売催事が開催されました。 

テナント売上高及びレジ通過客数の実績について、テナント全体の 1

日当たりのレジ通過人数が約 2,321 人、公益施設と商業施設を合わせ

た、対馬市交流センター全館、1 日あたりの来館者は約 2,531 人で前年

よりわずかに増加しました。 

 

② 対馬市交流センター駐車場管理運営事業 

駐車場管理運営業務について、利用台数は前年とほぼ同じでしたが、

売上は９０万程増え１１６％となりました。 
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昨年キャンセルが続いたイベントホールや会議室の利用が戻り、滞

在時間が延びたことが考えられます。 

９月の台風上陸で北側入口の高さ制限看板が腐食等もあり、一部落

下、火災保険にて修繕工事を行いました。 

③ 対馬市交流センター管理組合施設管理運営事業 

対馬市交流センター管理組合の管理者としての主な業務内容は、次

のとおりです。 

館内における電力使用量の推移を分析、デマンドコントロールを行

い、毎年前年度の使用最高値で契約更新し、数値を下げ費用の低減に

努めていますが、全国的に電気代単価が高騰した為、昨年より月平均

７０万と大きく増加しています。 

また、来館者・館内関係者の感染症予防として、１階から２階の出

入口４箇所へ消毒液を設置・常時補充を引き続き行いました。 

ポケットパークを利用した催事開催については、買取業者によるコ

ミュニティールームの利用が増加しましたが、売上が前年の８７％と

減少しております。 

恒例となった、ひなまつり・こいのぼりのさげもんを、店内吹き抜

け部分通路に展示、いづはらショッピングセンター協同組合と民間の

手芸クラブにご協力いただき、季節の雰囲気を提供することができま

した。 

このほかに、館内設置の掲示板を利用し、会社で受付・一括管理・

整理し、施設利用者へ情報を提供、また、公民館より会議予約情報を

頂き、ポケットパーク催事とあわせて一覧できるよう週ごとに作成、

テナントや公共施設とも情報を共有しました。 
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保安業務として、警備員による館内巡回時の危険個所及び危険行為

等の監視や、防災センターに集約された機械警備システムを活用し、

館内の保安・安全レベルの向上に努めておりますが、中央監視装置が、

10 月より起動せずデマンド確認や故障箇所の把握ができていない状態

です。 

耐用年数超過し使用継続していた為、既存システムの業者へ修理見

積をとり、対馬市とともに修繕方針について説明を受けましたが、高

額の為保留中、さらに、その他の設備など耐用年数が過ぎ、今後多く

の修理・取替が予定されています。 

また、館内や周辺の事件事故についても対馬南警察署へ監視カメラ

映像の閲覧・データ提出に協力、消防署による査察にも適切に対応し、

安全な施設管理事業を推進しております。 

このように、今年度も、当社の事業推進におきましては、対馬市、

いづはらショッピングセンター協同組合、その他関係機関のご協力に

より、円滑に推進することが出来ましたことをご報告申し上げます。  
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